
Q
尼崎市だけで継続して水を届けることが困難な場合は、兵庫県や他の事業体等と連携し
て応急給水を行います。そのため他の事業体等と連携して定期的に訓練を行っています。
また東日本大震災や熊本地震のように市外の事業体が大災害により被災した場合は、要
請に応じて尼崎市からも職員を派遣して対応しています。

A
大規模な災害が起こったとき、尼崎市外と
連携して水を届ける取組はあるの？ 阪神・淡路大震災で市内全域の50％が断水。

多くの支援、協力で復旧と応急給水を進めました。

平成7年（1995）～

　
平
成
7
年（
1
9
9
5
）1
月

17
日
未
明
、兵
庫
県
淡
路
島
北
端

を
震
源
と
し
た
兵
庫
県
南
部
地
震

が
発
生
し
ま
し
た
。激
甚
被
害
地

域
の
東
端
に
位
置
す
る
尼
崎
市
も

震
度
6
を
記
録
し
、死
者
49
人
、

負
傷
者
7
1
4
5
人
、全
壊

5
6
8
8
棟
・
1
万
1
0
3
4
世

帯
、半
壊
3
万
6
0
0
2
棟
・5
万

1
5
4
0
世
帯
と
大
き
な
被
害
を

引
き
起
こ
し
ま
し
た
。

　
尼
崎
市
内
の
水
道
管
の
被
害
は

1
万
3
4
5
4
件（
道
路
上

1
7
5
9
件
、宅
地
内
1
万

1
6
9
5
件
）で
、市
内
全
域
の
約

50
％
が
断
水
し
ま
し
た
。こ
れ
だ

け
の
断
水
を
水
道
局
職
員
と
修
繕

工
事
委
託
業
者
4
社
で
は
対
応
で

き
な
か
っ
た
た
め
、市
内
の
公
認
業

者
や
兵
庫
県
、大
阪
府
の
応
援
も

得
ら
れ
、体
制
整
備
に
努
め
な
が

ら
懸
命
な
復
旧
作
業
に
取
り
組
み

ま
し
た
。そ
の
結
果
、水
圧
は
低
い

も
の
の
地
震
発
生
か
ら
2
週
間
後

の
1
月
31
日
に
は
市
内
全
域
に
水

が
行
き
わ
た
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
断
水
し
て
い
る
間
の
水
の
供
給

を
確
保
す
べ
く
、給
水
車
な
ど
を

使
っ
て
応
急
給
水
を
進
め
ま
し
た
。

し
か
し
。水
道
局
や
協
力
し
て
く

れ
た
市
内
業
者
だ
け
で
は
資
機
材

や
人
手
が
足
り
な
か
っ
た
た
め
、兵

庫
県
に
支
援
を
要
請
し
、地
震
の

翌
日
の
18
日
に
は
兵
庫
県
か
ら
要

請
を
受
け
た
奈
良
県
下
、和
歌
山

県
下
の
自
治
体
や
西
播
磨
水
道
企

業
団
な
ど
の
給
水
車
が
到
着
し
、

給
水
拠
点
を
増
や
し
体
制
を
整
備

し
て
い
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、自
衛
隊
や
中
国
地
方

建
設
局（
現
：
中
国
地
方
整
備
局
）

な
ど
の
支
援
を
得
て
、応
急
給
水

に
あ
た
り
ま
し
た
。応
急
給
水
の

さ
な
か
、給
水
拠
点
か
ら
高
齢
者

世
帯
な
ど
の
家
庭
へ
携
行
缶
な
ど

に
よ
り
水
を
運
搬
す
る
な
ど
の
作

業
に
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協

力
が
あ
り
ま
し
た
。

大震災の教訓を活かす❶

阪神・淡路大震災は、経験していないですが、東日
本大震災や熊本地震の被災地を間近に見て、普段何気なく
使っている水の大切さをあらためて実感しました。近い将来、
南海トラフ地震が起きると言われているので、水の備蓄など日
頃から最低限自分のできることはやっておきたいです。
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災害に備えた対策を進めるとともに、
各地の被災地支援にも尽力しています。

2

36

5

4

1：地震に強い耐震管
2：耐震性緊急貯水槽設置工事の様子
3：応急給水袋
4：災害時に活躍する給水車
5：漏水した管を復旧する訓練
6：耐震性緊急貯水槽の見学会

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
、水
道

が
誕
生
し
て
以
来
の
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。そ
の
教
訓

を
活
か
す
べ
く
、地
震
な
ど
大
災

害
に
備
え
た
対
策
を
進
め
て
い
ま

す
。ま
ず
、水
道
管
と
水
道
管
を
つ

な
ぐ
部
分（
継
手
）に
地
震
で
も

外
れ
な
い
形
式
の
も
の
を
採
用
し

て
水
道
管
の
耐
震
性
を
高
め
る
工

事
を
計
画
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

基
幹
管
路
と
重
要
施
設（
基
幹
病

院
や
透
析
実
施
医
療
機
関
、避
難

所
な
ど
）へ
至
る
配
水
管
の
耐
震

化
を
最
優
先
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
水
道
管
の
耐
震
化
と
と
も
に
、

災
害
時
の
飲
料
水
を
確
保
す
る
た

め
の
緊
急
貯
水
槽
の
設
置
も
進
め

て
い
ま
す
。貯
水
槽
１
基
で
約
1

万
人
に
3
日
分
以
上
の
飲
料
水

（
１
人
１
日
3
リ
ッ
ト
ル
）を
供
給

す
る
こ
と
が
可
能
で
、平
成
30
年

度
ま
で
に
7
基
設
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、簡
易
浄
水
装
置
、加
圧
給

水
車
な
ど
の
応
急
給
水
の
た
め
の

機
器
や
、非
常
用
飲
料
水
袋
、災

害
用
備
蓄
水
な
ど
を
準
備
し
て
い

ま
す
。さ
ら
に
、災
害
が
起
こ
っ
た

際
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

応
急
施
設
復
旧
訓
練
や
応
急
給

水
の
機
器
を
使
用
し
た
訓
練
な
ど

を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
、日

本
各
地
で
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

す
大
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

尼
崎
市
水
道
局
で
は
、平
成
23
年

（
2
0
1
1
）の
東
日
本
大
震
災
、

平
成
26
年（
2
0
1
4
）の
丹
波

豪
雨
、平
成
28
年（
2
0
1
6
）の

熊
本
地
震
の
被
災
地
へ
職
員
を
派

遣
し
、大
震
災
の
経
験
を
活
か
し

た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
災
害
が
発
生
し
て
一
番
困
る
の

は
水
の
確
保
で
す
。予
期
せ
ぬ
災

害
に
備
え
て
、市
民
の
皆
様
と
共

に
万
全
の
準
備
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

大震災の教訓を活かす❷

1

災害時の他県からの応援は、大変あり
がたいです。私たちも、万一、どこかで
水に困っているところがあれば、応援
に向かいたいと思います。

神崎浄水場配水池の耐震化工事の様子
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大正7年（1918）10月の創設時、尼崎水道の給水人口は11,753人、年間
給水量は約300,000㎥でした。100年後の現在、給水人口は約38倍の
450,765人、年間配水量は約185倍の約55,633,000㎥。データからも水道
の現状が分かります。（H28年度データ）

データで見る
尼崎水道水

47,211件

尼崎市民が１日に
使う水の量

尼崎市に1年間に送っている水量

給水人口と配水状況

京セラドーム約45杯分小学校のプール約１０００杯分１日あたり１３０件

お風呂一杯 約２００ℓ

尼崎市が１日に
作れる水の量

329,673

338
水道水

１㎥あたりの値段

お風呂５杯分、
500mlペットボトルでは0.06円

１年間の
給水受付件数

108円

水道料金100円
あたりの使い道

(給水の開始・中止等)

尼崎市で水を
使っている人数

450,765人55,633,824

水道管の総延長

尼崎～東京間を往復する距離

1,028,784.1

50

40

30

20

10

大正7年 大正11年 昭和2年 昭和7年 昭和12年 昭和17年 昭和22年 昭和27年 昭和32年 昭和37年 昭和42年 昭和47年 昭和52年 昭和57年 昭和62年 平成4年 平成9年 平成14年 平成19年 平成24年 平成28年

水の購入費用
水を作って送り届ける費用

一般管理の費用
施設にかかる費用

データで尼崎をめぐる

検針や料金を徴収する費用

（1,000  ）

（329,673,000  ） （55,633,824,000  ）

50円

14円
9円

8円

19円

（　 棒グラフ／年間配水量）　

百万㎥

百万㎥

百万㎥

百万㎥

百万㎥
100

80

60

40

20

（　 折線グラフ／給水人口）

万人

万人

万人

万人

万人

11,753人
30,353人 40,872人

51,647人

120,317人

186,000人

134,474人

203,150人

303,343人

405,537人

517,470人

549,201人
537,287人

513,469人 502,758人
494,814人

477,945人
462,241人 460,256人

449,234人 450,765人
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尼
崎
市
の
水
道
は
、
大
正
7
年
10
月
1
日
に
通
水
を
開

始
し
て
、
平
成
30
年
で
1
0
0
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
通

水
開
始
当
時
の
給
水
人
口
は
約
1
万
人
で
し
た
が
、
現
在

で
は
約
45
万
人
の
人
た
ち
安
全
・
安
心
な
水
道
水
の
供
給

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。「
じ
ゃ
口
を
ひ
ね
れ
ば
当
た
り
前
」

の
水
道
で
す
が
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
、
先
人
の
方
々
の

多
く
の
努
力
や
苦
労
が
あ
り
ま
し
た
。

　
尼
崎
に
水
道
が
で
き
る
以
前
は
、
飲
用
に
適
し
た
水
が

わ
ず
か
で
、
伝
染
病
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

大
正
5
年
の
市
制
施
行
後
に
は
、
念
願
で
あ
っ
た
水
道
の
布

設
が
ス
タ
ー
ト
し
、
費
用
や
資
材
調
達
に
悩
ま
さ
れ
た
も
の

の
、
わ
ず
か
な
遅
れ
で
尼
崎
市
の
水
道
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
市
内
の
水
道
は
急
激
に
普
及
し
、
工
業
や
産

業
を
支
え
て
い
ま
し
た
が
、
水
源
と
し
て
い
た
神
崎
川
が
工

場
排
水
や
生
活
排
水
で
汚
染
さ
れ
た
た
め
、
昭
和
3
年
に

兵
庫
県
下
で
初
め
て
淀
川
（
大
阪
市
）
に
水
源
を
変
更
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
水
質
の
改
善
だ
け
で
な
く
、
豊
富

な
流
量
を
持
つ
水
源
を
確
保
し
、
安
定
し
た
水
道
水
の
供

給
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
40
年
代
の
半
ば
に
は
、
琵
琶
湖
の
水
質
悪
化
に
よ

り
カ
ビ
臭
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
神
崎
浄
水
場
に
全
国
初

の
オ
ゾ
ン
処
理
設
備
を
設
置
し
、
さ
ら
に
平
成
10
年
に
は
高

度
浄
水
処
理
施
設
を
建
設
し
、「
高
度
浄
水
処
理
水
」
を
お

届
け
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
民
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
、
水
道
は
生
活
に
必
要
不

可
欠
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
が
、
平
成
7
年
に
発
生
し
た

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
市
内
全
域
の
50
％
が
断
水
し

た
経
験
か
ら
、
災
害
時
に
も
安
定
的
に
水
道
水
を
供
給
し

て
い
く
た
め
に
地
震
に
強
い
水
道
管
の
布
設
や
施
設
の
更
新

な
ど
、
災
害
へ
の
備
え
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
高
度
成
長
期
に
整
備
し
て
き
た
水
道
施
設
の
更

新
を
は
じ
め
、
水
需
要
減
少
へ
の
対
応
や
大
規
模
災
害
へ
の

備
え
な
ど
新
た
に
様
々
な
課
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
克

服
の
た
め
に
は
、
今
後
の
水
道
事
業
に
つ
い
て
利
用
者
の
み

な
さ
ま
と
と
も
に
考
え
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ず
、
安
全
で
お

い
し
い
水
道
水
を
安
定
的
に
み
な
さ
ま
へ
お
届
け
し
、
尼
崎

市
の
水
道
を
次
の
世
代
に
つ
な
げ
る
べ
く
努
力
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
水
道
事
業
に
対
す
る
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

尼
崎
市
の
命
の
水
を

次
の
世
代
へ
つ
な
げ
る

【啓発ポスター】

【街頭キャンペーン・実験教室など水道にふれてもらうイベントの開催】

【水道事業パンフレット】
【神崎浄水場の解説クリアファイル】

【阪神間水道事業体広報連携企画での広報】

【水道水のボトル缶】
【通水100周年記念デザインのボトル缶】

通水100周年記念
啓発グッズ【 【

昔、家庭向けに配布
していた水道冊子【 【
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毎日、いつでもじゃ口から出てくる水。生活に、産業に欠かせない水道。市民のみなさん、事業者のみなさんに、水道
水へのメッセージをいただきました。これまでの100年分の笑顔を大切にし、次の100年もまた、尼崎の水道はみなさん
の笑顔をつないでいきます。

水
は

い
の
ち

水は火災と
戦うために
欠かせない

消防の武器

は尼崎の水
日本一！

尼崎の水
最高！！

いつも
ありがとう

おいしい水を

カレーと
お水で
笑顔で

これは
売れます
尼の水

尼の水
おいしく

なりましたね

きれいな水できれいな環境

水は
命代わりです
いのちが

水の神様に供える

大切な水を
ありがとう

活きた水
尼崎

毎日使ってます！
水道水

お茶の道は

水から
はじまる

私たちは
尼崎の水で

育ちました みんなの
大切な
水道水

おいしい水で

お花も笑顔

水はお花の
栄養剤

31 _ 尼崎市水道の100年を学ぶ  _ 30

尼崎市の命の水を次の世代へつなげる



最
優
秀
賞（
１
点
）

優
秀
賞（
２
点
）

入
　
賞（
５
点
）

佳
　
作（
８
点
）

透
き
通
る

　
自
慢
の
水
を
　
こ
の
先
も

【
小
田
中
　髙
瀬 

さ
ん
】

水
筒
の

　
ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー
　め
ち
ゃ
う
ま
い

【
百
合
学
院
　髙
田 

さ
ん
】

受
け
継
い
だ

　
暮
ら
し
の
柱
　
尼
の
水

【
武
庫
東
中
　樋
口 

さ
ん
】

い
っ
て
き
ま
す

　
水
の
お
か
げ
で
　
さ
わ
や
か
に

あ
ま
の
水
は

　
素
材
を
生
か
す
　
か
く
し
味

み
ず
キ
レ
イ

　
あ
た
り
ま
え
で
は
　
あ
り
ま
へ
ん

寝
る
前
に

　
ぐ
っ
と
一
飲
み 

尼
の
水

ひ
ね
り
出
す

　
暮
ら
し
の
知
恵
と
　
あ
ま
の
水

絶
や
さ
ず
に

　
大
事
に
飲
も
う 

あ
ま
の
水

水
と
生
き

　
の
ど
を
う
る
お
す
　
尼
の
恵
み

水
道
水

　
家
事
を
手
伝
う 

パ
ー
ト
ナ
ー

普
段
か
ら

　
私
の
さ
さ
え
　
尼
の
水

水
飲
め
る

　
そ
の
幸
せ
を 

噛
み
締
め
て

水
飲
め
て

　
町
に
あ
ふ
れ
る
　
笑
顔
か
な

人
・
花
・
街

　
未
来
を
育
む
　
尼
の
水

飲
む
た
び
に

　
ほ
っ
と
ひ
と
い
き
　
尼
の
水

【
武
庫
東
中
　中
嶋 

さ
ん
】

【
百
合
学
院
　東
村 

さ
ん
】

【
百
合
学
院
　德
山 

さ
ん
】

【
大
庄
中
　高
橋 

さ
ん
】

【
武
庫
東
中
　川
上 

さ
ん
】

【
武
庫
東
中
　髙
 

さ
ん
】

【
武
庫
東
中
　小
池 

さ
ん
】

【
武
庫
東
中
　板
敷 

さ
ん
】

【
大
成
中
　稲
垣 
さ
ん
】

【
武
庫
東
中
　山
本 

さ
ん
】

【
園
田
東
中
　東 

さ
ん
】

【
園
田
東
中
　赤
井 

さ
ん
】

【
武
庫
東
中
　三
代 

さ
ん
】

水
の
川
柳

最優秀賞

【
立
花
西
小
　福
井 

さ
ん
】

【
塚
口
小
　荘
司 

さ
ん
】

【
塚
口
小
　斉
藤 

さ
ん
】

【
武
庫
の
里
小
　原 

さ
ん
】

【
園
和
小
　小
丸 

さ
ん
】

【
武
庫
東
小
　矢
野 
さ
ん
】

【
上
坂
部
小
　中
原 

さ
ん
】

【
大
庄
小
　高
木 

さ
ん
】

【
立
花
西
小
　小
川 

さ
ん
】

【
下
坂
部
小
　関
口 

さ
ん
】

【
園
田
北
小
　山
本 

さ
ん
】

【
尼
崎
北
小
　石
山 

さ
ん
】

【
園
田
小
　山
畑 

さ
ん
】

【
立
花
西
小
　瀧
川 

さ
ん
】

【
武
庫
の
里
小
　松
田 

さ
ん
】

【
園
和
小
　岸 

さ
ん
】

【
武
庫
小
　小
谷 

さ
ん
】

【
武
庫
南
小
　上
中 

さ
ん
】

【
難
波
の
梅
小
　福
原 

さ
ん
】

【
杭
瀬
小
　寺
谷 

さ
ん
】

【
大
庄
小
　坂
元 

さ
ん
】

【
立
花
西
小
　加
藤 

さ
ん
】

【
塚
口
小
　斉
藤 

さ
ん
】

【
難
波
の
梅
小
　小
畠 

さ
ん
】

【
武
庫
小
　髙
井 

さ
ん
】

【
武
庫
南
小
　上
中 

さ
ん
】

【
武
庫
東
小
　一
島 

さ
ん
】

【
百
合
学
院
　平
野 

さ
ん
】

【
杭
瀬
小
　玉
井 

さ
ん
】

【
武
庫
東
小
　道
下 

さ
ん
】

【
立
花
西
小
　前
原 

さ
ん
】

水の絵画・川柳展水の絵画・川柳展
通水100周年を機会に、子どもたちに水道について興味を持ってもらい、水道への理解・関心を深めてもらうため、「わたしたちと水道」もしくは「くらしの
中の水道」をテーマに平成29年7月から9月にかけて、小学生には絵画を中学生には川柳を募集しました。
最優秀賞には、絵画部門で園田北小学校3年生の山本紗由樹さんが、川柳部門で小田中学校1年生の髙瀬愛理さんの作品がそれぞれ選ばれました。
選ばれた絵画と川柳は、ボトル缶の通水100周年記念ラベルのデザインになります。

絵画部門の受賞作品は合計31点
で、最優秀賞1点のほかに、低学年
の部・高学年の部でそれぞれ優秀
賞2点、入賞5点、佳作8点、
川柳部門の受賞作品は合計16点
で、最優秀賞1点、優秀賞2点、入
賞5点、佳作8点

応募総数は、小学生の絵画部門
が、412点（低学年（1・2・3年）の
部117点、高学年（4・5・6年）の
部295点）、中学生の川柳部門が
2758点でした。
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尼崎市の命の水を次の世代へつなげる


